
日本流通自主管理協会（ＡＡＣＤ）の活動と 
            コピーサイト対策の取り組み 

一般社団法人 日本流通自主管理協会（ＡＡＣＤ） 
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資料７ 



（一社）日本流通自主管理協会とは 

• 【設立】 

日本流通自主管理協会(略称AACD)は、並行輸入品市場並び
にリユース市場での、“偽造品"や“不正商品"の流通防止
と排除を目指して1998年4月に発足した民間団体です。 

• 【会員数】 

実際に商品を取り扱っている「会員（小売・卸）」１２４
社、および「賛助会員」３社、合計１２７社が会員です。
（本日現在） 

 

• 【目的】 

会員企業の不正商品排除活動を通して、業界の健全な発
展と消費者の利益を守ることを目的としています。 
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日本流通自主管理協会の考え方 

• 法的に、本物・ニセモノの判断は行えない。 
 

• 商品の取扱に際し、会員企業は自主的に定めた判断基準
である「協会基準」に従う。「協会基準」に合致しない
商品を「協会基準外商品」として会員企業は取り扱わな
い。（取扱い禁止） 

 

• 「協会基準」は会員企業のみを拘束。 
 

• 万が一、「協会基準外商品」を取り扱ってしまった会員
企業は、お客様に購入金額の返金、又は、商品交換を行
う義務がある。 
 

• 会員企業は、不正商品を取り扱わないよう商品取扱いに
際し、社内チェック体制を整える義務がある。 
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主な活動内容 
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≪会員対象の活動≫ 

各ブランド毎の「協会基準マニュアル」の作成 

 会員企業で構成するマニュアル化委員会にて検証作業後、発行 

「協会基準判定士」養成（人材教育・研修） 

 不正商品排除の人材育成のため会員対象の資格制度 

情報収集のための協会基準に基づく「商品判定」 

 多様な商品情報収集の一環として会員からの商品の判定 

≪普及活動≫ 

ＡＡＣＤ消費者Ｑ＆Ａセンター 
 消費者の方から並行輸入品、リユース商品に関する相談対応 

各種研修会の実施・ＨＰでの情報提供 

 並行輸入品を正しく理解してもらうための無料研修会等の実施やホー 

 ムページでの各種情報提供 

 

 



ＡＡＣＤ消費者Ｑ＆Ａセンター設立の経緯 

• ２００５年１０月「偽ブランド連絡協議会」の答申をう
け、業界の消費者相談窓口として「ＡＡＣＤ消費者Ｑ＆
Ａセンター」を設置。【フリーダイヤルによる相談】 

【日本流通自主管理協会ホームページ】 
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ＡＡＣＤ消費者Ｑ＆Ａセンター 

• 並行輸入品、リユース商品
に関する消費者の質問・相
談に対応。 

 

• 主に、真贋にかかわる懸念
等の質問・相談に対応し、
値段、キズ等にかかわるこ
とには対応していません。 

 

• 会員企業に係る相談であれ
ば、協会事務局が間に入る
ことは可能。ただし、会員
外企業の商品では、原則と
して事務局が間に入ること
はできません（ＡＤＲ「ブ
ランド１１０番」を除く）。
対応は消費者自身でお願い
しています。 
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【日本流通自主管理協会ホームページ】 



ＡＡＣＤ消費者Ｑ＆Ａセンター 
         平成２４年度相談内容 
複数項目相談 

相談者：609名（男性238/女性371） 

相談件数：772件（内消費者センター経由138件） 

相談件数(項目別延)：1128件 
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相談対応の例（一般） 

【詐欺サイト】商品を購入したが商品が送られてこない。 

 問い合わせをしても返信がない。 

  

【コピー販売サイト】商品が中国から送られてきた。商品  

 から強いボンド臭がしており、つくりも粗雑。返品したいが  

 連絡が取れない。 

 

 

• 警察への相談、ＣＣＪへの相談、経済産業省模倣品対策
室への通報 などケースバイケースでアドバイス。 

• カード会社等から案内された消費者で、且つ、明らかな
不正商品の蓋然性の高い商品について、相談内容に応じ
て、基準内・外の判定結果をカード会社等に通知。 
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相談対応（会員を騙るサイト対応） 

【会員又は会員企業を騙るサイト】 

• 会員企業で商品を購入したが商品が送られてこない。 

• 会員企業で購入した商品が中国から送られてきた。 

• ＡＡＣＤのロゴ、天秤マークを不正に使用したサイトで
購入 

• 実在する会員企業の企業名、屋号、住所、写真、電話番
号などを悪用しているサイトで購入。 

 

 

独自の対応１．弊会ホームページでの当該ＵＲＬの 

       公表で消費者に注意喚起 

独自の対応２．消費者被害を拡大させないために、 

       会員企業向けに「対応の手引き」配布 
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対応１．ホームページでのＵＲＬの公表 
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対応１．ホームページでのＵＲＬの公表 
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現在、１１２件の情報を掲載 



 対応２．「偽サイト対応の手引き」配布 

【７つの対応】 
1. 偽サイトのドメイン登録企業を調べる（⇒次頁参照） 

2. 偽サイトの“問い合わせ先”に、削除要請のメールを送
信する 

3. グーグルの検索にヒットしないよう要請（⇒次頁参照） 

4. 経済産業省の所定のサイトに情報提供                        
「政府模倣品・海賊版対策総合窓口」 
http://www.meti.go.jp/policy/ipr/infringe/consultation.html 

5. 自社サイトに注意喚起文を掲載する 

6. 消費者から相談を受けた場合⇒越境消費者センターＣＣ
Ｊの案内） 

7. 所轄の警察署に相談（被害届提出、振込先銀行口座の凍結依
頼など） 
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対応２．「偽サイト対応の手引き」配布 
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• 【７つの対応】詳細 

１．偽サイトのドメイン登録企業を調べる 
• ドメイン検索サイト例 

• aguse（http://www.aguse.jp/） 

• who is（http://whois.jprs.jp/） 

• DomainTools（http://www.domaintools.com/） 
 

３．グーグルの検索にヒットしないよう要請手順 
①まず、以下のURLにアクセスし、グーグルアカウント作成する。  

      URL :  https://accounts.google.com/signup 

②アカウントを取得したら、以下のページから、ログインします。 

      URL：https://www.google.com/accounts/Login?hl=ja 

③「著作権侵害による削除」にアクセス後、内容を日本語で入力します。 

④上記申請が受理された場合は、グーグルから通常の場合１週間程度で検
索結果に出さないようにした旨のメールが返信されます。 

※下記内容はあくまで弊会の対応です。 

http://www.aguse.jp/
http://whois.jprs.jp/
http://www.domaintools.com/
https://accounts.google.com/signup
https://accounts.google.com/signup
https://www.google.com/accounts/Login?hl=ja
https://www.google.com/accounts/Login?hl=ja


 ご意見・ご要望 

• 日本流通自主管理協会（略称ＡＡＣＤ） 

• 東京都千代田区神田神保町3-2-4  田村ビル４階 

• 電話番号 03-3237-6331 

• お問い合わせフォーム 
https://www.aacd.gr.jp/pc/contact/form1.php 

【日本流通自主管理協会ホームページ】 
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